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令和４年度　小・中学校における環境教育の取組み


社会・総合的な学習の時間（第４学年）


テーマ〖ゴミ問題・水質汚染〗


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高石市立高石小学校　　








≪学習のねらい≫


　ごみの処理や再利用について関心をもち、調べたり体験したことをもとに、課題を解決するため、自分たちにできることを考える。


　河川を自然学習の場として利用し、川の役割や水質を理解するとともに、自然を大切にし、環境を保全する気持ちを育む。


≪学習の流れ≫


　実施時期　　４月　～　１１月


①学校や家庭など、身の回りの生活の中でどのようなごみを出しているか調べる。ゴミ処理場の分布や収集ルートの資料を基に、ごみを収集する人々の工夫や努力について調べる。ゴミ問題について考える。


②クリーンセンター見学


③学校や家庭など、身の回りの生活の中でどのようなごみを


出しているか調べる。


④地域の河川・海洋汚染について調べる。


⑤芦田川ふるさと広場での「水辺の楽校」に参加


　　芦田川で生息している生物の紹介


　　簡易検査キットを使用した河川の水質検査体験


⑥ゴミ問題や水質汚染など、環境のために自分たちにできることを話し合い、共有しあう。


学習した内容を生かし、環境問題について学校や地域社会で実施可能なことを行う。


≪指導のポイント≫


　■ごみがどのように処理されているかを知る。水質汚染の実状について考える。


クリーンセンター見学・「水辺の楽校」に向けての準備の学習とする。


　■ごみ処理やリサイクルの方法・水質検査を実際に見学や体験し、働いている方から説明を受ける。


　■これまで学習した内容を踏まえ、自分でできることを考える。





≪活用したプログラムや教材、ゲストティーチャー　等≫


　□泉北クリーンセンター


　□鳳土木・高石市土木管理課





≪成果≫


・地球環境問題に関心をもち、自分たちが意識して行動する


と、よりよい社会を作ることができることに気づくことが


できた。


　・「ゴミの分別をきちんとしようと思った」という発言が多くあり、自分たちでできること（エコバックの使用、歯磨きの時に水道の水を止める等）を実行しようという意識が高まった。














